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資　料

20世紀転換期ア メ リカ合衆国に おけるM ．P．　E．グロ ス マ ンの

　　　　　非定型児に対する教育の 試み とその 実体

吉井　 　涼

　20世紀転換期ア メ リ カ合衆国にお い て 明確な障害は見 られ な い が、学業や行動にお

い て 逸脱を示す非定型児に対 して、私立学校 を創 設 し教育的対応 を行 っ た M 。P．　E．グ

ロ ス マ ン （Maximilian 　Paul　Eugen　Groszmann 　1855−1922）の 教育の 動機 と私立学校 の 実

態に つ い て検討 した 。 グロ ス マ ン は 、 公立 学校が 混沌とした状態で は対応 し得 ない 非

定型児の ニ ーズを充足し、彼 らの潜在的能力 を高 く評価 し、 社 会の 有用 な市民 として

育成 しよ うと した 。 さらに、グ ロ ス マ ン は、彼らの 実態究明 と教育モ デ ル の 開発 、 そ

れ らを社会へ 提 示す る こ とを 目指 した 。 グ ロ ス マ ン校で は遺伝的に 問題の ある 精神薄

弱児を教育対象外 と し 、 原 因が 遺伝で はな く社会や 環境 にある非定型児 を教育対象 と

して い た。非定型児 に は、寄宿制学校 にお い て 、 医師を含む教職員 によ る身体的 ・精

神的管理が提供 され て い た 。

キ ー ・ワ
ー

ド ：M ．P．　E，グロ ス マ ン　非定型児　私立 学校　ア メ リ カ合衆国

1 ．は じめ に

　現代 の イ ン ク ル ーシブ教育や特 別支援教育 で

は 、 従来の 特殊教育が 対象と して こ なか っ た 、

様 々 な教育的 ニ ーズ をもつ 子 ど もに対する適切

な支援 の 提供が重要な課題 とな っ て い る 、 今 日

の 国際 的潮流 で ある イ ン ク ル ーシ ブ教育で は、

障害 の ある子 ど もに加え、人種や 民族、宗教、

言語、貧困や 不適切 な家庭環境な ど、障害以外

の 多様 な要 因に より、 学習 と参加に困難を抱 え

る子 ど もに対する支援の 必要性 が 認識 され て い

る 。 さ らに、 日本の 特別支援教育制度 にお い て

も 、 これ まで教育対象 とされて こ なか っ た学習

障害 （LD ）、注 意欠陥 1多 動性障害 （ADHD ）、

高機能 自閉症 など の 子 どもを、新たに教育対象

として加えて い る 。

　 しか し、こ うした子 ど もた ちに対す る関心 は 、

じつ は現代 にな っ て 初 め て 生 じた の で は な い 。

20世紀転換期 の ア メ リカ合衆国 （以 下，ア メ リ

筑波 大 学大学院人間総合科学研究 科

カ） で は、明確 な障害はみ られ な い に もか か わ

らず、学業や行動 に逸脱 を示す子 どもた ち に対

して 、教育学的 ・心理学 的な立場か ら公立学校

とは異な る ア プ ロ
ーチで 教育的対応 を試みた 人

物がすで に存在して い た P
。

　M ．P．　E ．グ ロ ス マ ン （Maximilian　Paul　Eugen

Groszmann 　1855−1922） は 、 急激 な産業構造の

変化や義務教育制度の 実効化 に起因する就学者

の 急増に よ っ て公立学校が混乱 に直面 して い た

19世紀末か ら、1910年代の ア メ リ カに お い て、

精神薄弱や て ん かん な どの 明確 な障害 はみ られ

な い に もか か わ らず公 立学校 で は教育成果が 期

待で きな い 子 ど もの 存在に着目 し、自ら私立 学

校 （the　Groszmann　School　for　Nervous　and 　Atypj−

cal　Children，以下グ ロ ス マ ン校）を創設 して彼

ら の 指導を試み た 。 彼の 関心は 、 公 立学校で膨

大な数 を占め る 「ほ とん ど正常 だが 、 平均か ら

少 し外 れ て い て、専 門家 に よる身体 的 ・精神

的 ・道徳的処置 を必要 と して い る神経質で非定

型的 （atypical ）な子 ど も」 （Report　of 　Commis 一
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sioner 　of 　Education 匚1916］659）に対する科学

的理解 とそれを前提 とす る教育 にあ っ た 。

　 グ ロ ス マ ン に関する先行研究 は数少 な く、ク

ラ ーク大 学時代 の 非行研 究 に言 及 した Hawes

（1971）、 また 、 グ ロ ス マ ン に よ る exceptional

children の 分類 を検討 した Richardson （1999）、

19世紀末か ら20世紀初頭 の ア メ リ カ にお け る公

立学校特殊学級 の 設置と異常児
2 ）

概念の 創出 と

の 関係を検討 した宮本 （2005）が挙げ られ る程

度で ある 。 しか し、 こ れ らの 研 究は 、 い ずれ も

グ ロ ス マ ン を主た る研究対象 とする もの で はな

い た め、彼 に 関する言及は きわめ て部分的にす

ぎず、彼 の 生涯や 思想、グ ロ ス マ ン 校に お ける

教育の 実態に つ い て は、これ ま で まっ た く明 ら

か に されて こなか っ た 。

　 そ こ で 本研究 は 、 グ ロ ス マ ン が何 ゆ え非定型

的な状態 をもつ 子 どもに着目 し、彼 らの 教育の

場 と して 私立学校を創設 した の か 、 さらに同校

にお ける教育 の 実態 とは どの ような もの で あ っ

たの かを明 らか にする こ とを目的 とする 。

　 なお 、 本研究は歴 史的研究で あ るため 、 精神

薄弱等の 歴 史的表現を用 い る 。

皿．グロ ス マ ン校創設の 動機 と経緯

　 1 ．非定型児へ の 関心の 出発点と して の 少年

　　非行研究 と多様な状態を示す子どもに対す

　　る教育経験

　M ，P．　E．グ ロ ス マ ン の 生 涯 に つ い て は 、 出生

地をは じめ そ の 多 くが 不明で ある が 、 ドイ ツ系

ア メ リカ人で ある こ とと、1890年以前に ク ラ
ー

ク大学 に お い て 、児童研 究 運動 （Child　Study

Movement ）で 名高い 初代総長G ．　S．ホール （G．

Stanley　Hall　1844−1924）の もとで 、 後に 臨床心

理学者 となる G ．E．ドーソ ン （George　Ellsworth

Dawson 　1861．1936） とと もに少年非行 の 研究に

従事 して い た こ とが わか っ て い る （Hawes

［1971］213）。 グ ロ ス マ ン は、非行や犯罪は 人

間の 進化の 過 程で生 じる先祖返 り （throwback ）

であ る と の 認識 を示 す と ともに
3 ）

、 その 有効な

予防策を厳罰よ りもむ しろ 彼 らの 発達の 促進 と

適切な教育環境に求め た （Groszmann ［1911c］

300−315；Hawes ［1971］214−216）。 こ うした指

摘 には、C．　R ，ダー
ウ ィ ン （Charles　Robert　Dar−

win 　l809−1882）に心酔 し、個 人の 発達の 過程

を種の 進化 の 過程 と捉 え た ホ
ー

ル （宮本 ［1998］

141）の 影響 がみて とれ るが 、 グ ロ ス マ ン は 、

こ の 時期の 研究 を通 じて、学業や 行動 に逸脱 の

ある 子 ど も （deficient　child ）の た め の 改善の 場

として、彼ら に特化され た学校設立の 重要性を

認 識す る よ う に な っ て い く （Hawes 匚1971 コ

215−216）o

　 そ の 後グ ロ ス マ ン は、1890年か ら1897年 まで 、

ユ ダヤ 教 の ラ ビ で あ っ た S．ア ドラ
ー （Samuel

Adler　l809−1891）の 子息で あ り、 倫理協会運動

（Ethical　Culture　Movement ） の 創始者 として 知

られる ドイツ系移民の教育者 ・社 会改革者F，ア

ドラ
＿

（Felix　Adler　1851−lg33）が 1880年 に設

立 した ニ ュ
ーヨ ー

ク市の 倫理協会学校 （Ethical

Culture　School） に校長 （principal）として奉職

す る傍 ら、1893年に は ニ ュ
ー

ヨ ーク大学で 博士

の 学位 を授与 されて い る （The　New 　York　Times

［1922 ］）。 倫 理 協 会学 校 は 、 労 働 者 学 校

（Workingman
’
s　 Schoo1）の 名称で あ っ た開校 当

初 は貧困な労働者階層の 子弟の ため の 教育機関

で あ っ たが （Klein ［1977コ85）、 教育方法の 革

新 と校名変更 に よ り、1890年代初頭 まで に は、

あ らゆ る社会 階層、あ らゆる人種 、 あ らゆ る 宗

派の子弟を教育対象と して 、子 どもの 自主的 な

活動の 促進 と慣習や抑圧 に妨げ られない 個性の

発達 を 目ざす 、 新教 育運動の 実践 の 場 として発

展 し て い く　（Groszmann ［1897b］ 13−14 ；Thc

New 　York 　Times ［1893］；木原 ［1965］ 18）。 同

校 には 、 1893年の 時点で幼稚園段階を含め て 8

学年に 4歳か ら14歳 ま で 350名の 子 ど もが在籍 し

て い たが （The　New 　York　Times ［1893］）、 グ ロ

ス マ ン に よれ ば、彼 らは い ずれ も、 何 らか の 点

で特異的で exceptional な状態 を示す子 どもたち

で あ っ た 。 すなわ ち彼 らは学業や 芸術 、 手工 に

高 い 素質 を示 す子 ど もで あ り、学業不振 で あ り、

注意深 い 、あ る い は注意力散漫の 子 どもで あ り、

速すぎ る、ある い は遅す ぎる発達 を示す子 ども

で あ り、難聴、近視、 くる病 、 舞踏病、リ ュ
ー
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マ チ、て んか ん などの 身体 的欠陥 をもつ 子ども

で あ り、盗癖、衝動性、怠惰な どの行動問題 を

もつ 子 どもで あ っ た （Groszmann ［1897b］ 18−

20
，
32−37）。

　1897年 、 グロ ス マ ン は病気 を理 由と して倫理

協会学校 を退職す るが （The　New 　York 　Times

［1922］）、同校で の 実践経験 に よ っ て グ ロ ス マ

ン は 、 従来の 研 究や 訓練が 無効な子 どもの 存在

と、彼 らに対する個別的な対応 の 重要性 を確信

する こ とで （Groszmann　Schoo1［1907］3 ）、ク

ラ
ーク大学時代以 来の 主張で あ っ た非定型的な

状態 を示す子 ど もの た め の 学校設立の 意義に つ

い て 具体的な確証を得 た と推測 され る。

　 2 ．グロ ス マ ン校創設の モデル として の ドイ

　　ツ ・トリ ュ
ーパ ー

治療教育施設の視察

　倫理協会学校退職の 後、グ ロ ス マ ン は バ ージ

ニ ア州の 農場で療養生活 を送 っ て い たが （The

New 　York　Times ［1922］）、この とき彼 に対 して 、

その 後の 人生を大 き く決定づ ける提言を与えた

の は 、 ドイ ツ系ア メ リ カ 人の 小児科医N ．オ ッ ペ

ン ハ イム （Nathan　Oppcnheim 　1865−1916）であ

っ た 。 彼は グ ロ ス マ ン に対 し、 神経 質で 特異的

な （peculiar）子 ど もの 実験的 な教育 を行 うよ

う提案す る 。 後に グ ロ ス マ ン は、こ の ときは ま

だオ ッ ペ ン ハ イム もグ ロ ス マ ン 自身も、こ の 事

業の 重要性 を明確 に理解 して い たわけで はなか

っ た と述懐 して い る （Groszmann　School ［1907］

3）。 しか し 、 オ ッ ペ ン ハ イム の 提案が グ ロ ス マ

ン に と っ て 、 学校創設を決意す る直接的 な動機

とな っ たこ とは 、 彼が そ の 後間もなく、こ うし

た子 ど もに 対す る教育の 先例 を求めて 治療教育

施設 で 有名 な ドイ ツ の J．トリ ュ
ーパ ー （Jo−

hannes　TrUper　1855−1921）を 訪ねて い る こ とか

らも明 らか で ある 。

　19世紀末の ドイ ツ の 民衆学校で は、同時期 の

ア メ リ カ と同様、都市化、産業化の 急激 な同時

進行 と貧困問題 の 深刻化 を背景 と して 学業不振

児問題へ の 対応が 深刻な教育課題で あ っ た （荒

川 ［1988］ 165−166）。 こ うした状況 に お い て 、

ドイ ツ児童研究 の 重要 な推進者で あ っ た トリ ュ

ーパ ー （岡田 ・津曲 匚1986］47−49）は、 1890

年、イエ ナ近郊に治療教育施設 を創設 し、 神経

系統や 精神の 欠損や 衰弱が 原因で、公立学校 の

課程 に つ い て い くこ とが で きな い 子 どもを対象

と して 、 彼 らの 特性 や能力に即 した治療的教育

を実施 し た （富士 川 ［1909］ 21−22 ；岡 田

［1993］91）。 グ ロ ス マ ン が なぜ 、自らの 学校の

モ デ ル を ドイ ッ の トリ ュ
ーパ ー

に求めた の かは

明 らかで ない が 、 トリ ュ
ーパ ー

施設 に対する当

時 の 国際的 な名声 に加 え （岡 田 匚1993］93）、

グ ロ ス マ ン校 との 教育対象 の 類似性 、 ドイツ 児

童研究が ホ ール を介して もた らされた ア メ リカ

か ら の 逆輸入で あっ た事実 （岡田 ・津曲 ［1986］

48）、さらに グ ロ ス マ ン 自身 もまた 、倫 理協 会

学校 時代以来、児童研究運動 に基づ く教育の 実

践者で あ っ た こ と を考え合 わせ れば 自然の 選択

で あ っ た と思わ れ る。

　こ うして グ ロ ス マ ンは 、 1900年 4 月 1 日、私

財 を投 じて 自らの 名を冠 した寄宿制の 私立学校

を創設 した。彼に対 し、学校創 設にい た る決断

と勇気 を与えた の は ク ラ
ー

ク大学時代 の 師ホー

ル で あ っ た 。 グ ロ ス マ ン に よれ ば 、 ホ ール は

exceptional で特異的な子 ど もた ちが もつ 価値 あ

る要素を指摘す る こ とで 、彼の 事業 を励 ま した

とい う （Groszma   School ［1907］3−4 ；［1909］

3）。同校は 当初、バ ージ ニ ア 州の 広大な果樹 園

に置か れたが 、その後 2度の 移転 を経 て 、 ユ904

年に ニ ュ
ージ ャ

ー
ジ
ー州プ レ イン フ ィ

ール ドに

定着す る （Torek ［1910］13−14）4 〕
。

皿．グロ ス マ ン校にお け る教育の 目的 と対象

　 1，グロ ス マ ン校創設の 思想的 ・方法論的根

　　拠 と して の公 立学校批判

　それで は グ ロ ス マ ン校の 教育 目的 とは どの よ

うな もの で あ り、い か なる子 どもが教 育対象と

み なされた の で あろ うか。

　 グ ロ ス マ ン に よれ ば、グ ロ ス マ ン 校創設の 目

的は 、専門家 に よ る身体的 ・精神的 ・道徳的対

応 を必 要とし 、 個別的 なニ ーズ を有する非定型

的な子 ど もに対する観察 と研究、訓練を通 じて 、

彼 らを有用な社会構成員 として 育成する こ とに

あ っ た （Anonymous 匚1912］75−76 ；Groszmann
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［1911a］ 75；Groszmann 　School ［19051　 3）。

　非定型児は い ずれ も肯定的な価値を もつ 存在

であ る
一

方で、正 常なバ ラ ン ス で の 発達や成長

を阻害された状態に あ り、 学業不振 、 奇妙 、 対

処や 指導が 困難 、 過剰 な緊張 ・
興 奮 、 過度の 早

熟や 英才 など、精神、意思、感情 、そ して身体

にお ける差異、逸脱、困難を多数もっ て い る子

どもであ っ た （Groszmann ［ユ904」756）。 も し

適切 な環境が与 えられなければ 、 社会 に対 して

破壊的な存在 に なる 可能性 を有 してお り、放置

されれば大多数は怠惰 、無能、無分別で 無責任、

奇行 とな る傾向が あ っ た （Groszmann ［1904］

756 ；［1911a］　74）。

　 グ ロ ス マ ン に とっ て 、 彼 らに対する最大の 懸

念 は 、 こ うした子 ど もは非行者と して 警 察に補

導され るか 、浮浪者 と して 放浪す るまで社会的

関心 の 対象に も保護の 対象に もな らな い こ と に

あ っ た （Groszmann ［1911b］1071−1072）、 グ ロ

ス マ ン は、ア メ リカ国内の 学齢児 に 占め る非定

型 児や仮性の 非定型児 5 〕 の 割合 を68％ と示す こ

とで 、 こ うした子 ど もの 数が い か に膨大 で ある

か を指摘す る と ともに （Groszmann ［1917］8 ）、

精神 薄弱や 明確な欠陥 を示す子 ど もに対 して は

施設で 適切に処遇 され て い る に もか かわ らず、

こ うした非定型 的な子 ど もに対 して は適切 な対

応 が与 え られ ない まま 、 無駄 に時 を過 ご して い

る こ とを問題視 した （Groszmann 　School 匚1905］

3）。 これ らの 指摘か らもわかる よ うに、グ ロ ス

マ ン校創設の 背景に は、ク ラ
ー

ク大学時代以来 、

継続され て きた非定型 児に対す る研究的 ・教育

的関心 があ っ た の で あ るが 、 次 に述 べ る ように、

本来彼 らの 教育の 場 で ある は ず の 公立 学校に対

する失望 と批判 もまた動機 と して存在 して い た

の で ある 。

　公立学校 に対す るグ ロ ス マ ン の 批判は 、 グ ロ

ス マ ン 校 の 創設期 にあ た る 20世紀 初頭時点 に

は、非定型 児に対する放置に限定されて い たが、

そ の 後 1910年代 に なる と 、 公立学校 にお ける理

念 と現実の 乖離を 問題視する ように なる 。 彼 は、

ア メ リカ の 公立学校が もつ 本来の理 念を高 く評

価 して い た 。 公立学校 はア メ リカ の 偉大 な誇 り

で あ り6 ）、宗派間の 抗争や 相互 の 不寛容を永続

させ る教 区学校や 、 特定の 富裕層の 需要の み を

充足す る私立学校 で はな く、 あ らゆ る社会階層

（class ）が集 う公立学校の教育こそ い か な る法

律、命令、革命 よ りも 、 社会 問題 、 政治問題 、

宗教問題 を解決 し うる民主主 義の 表現で あ っ た

の であ る （Groszmann ［1897a］ 1−5 ；［1917］1 ）。

と こ ろ が 、 今 日の 公立学校は、伝統的で 画
一

的

な教育方法に よる大衆育成の 工場 と化 し、 個々

の 子 どもの 多様性や 可能性 を軽視 して多 くの 怠

惰 、無能 、 非 行 を生 産 し て い る と糾弾 した

（Groszmann 匚1911aコ77 ；［1914b］406 ；［1917］

10）。

　 グ ロ ス マ ン の 批判 は、元来公立学校の 対象外

と見 なされて い た高い 程度の 痴愚児の 入学 によ

っ て、精神薄弱学級へ と変容 して い た特殊学級

に も及 ん だ 。 彼 に よれ ば 、 特殊学級 の 本来の 対

象は、非定型児や 仮性 の 非定型児で ある べ きで

あ り、特殊学級の 機能は、彼らの 精神的 ・道徳

的状態を確認 した の ち 、 彼 らを適切 な環境 に移

す ための 観察 ク リ ニ ッ ク （observational 　clinic ）

か 、 回復の 見込み の ある子 どもに対す る教育機

会 の 提供か の い ずれ か に 限定され る べ きで ある

と指摘 した （Groszmann ［191Qa］ 163 ；［1910b］

323）。

　 2．科学的研 究の重視 とビネ
ー

シモ ン知能尺

　　度批判

　公立 学校の 実態に対 する グ ロ ス マ ン の 危機意

識は、子 どもの 教育は様 々 な発達段階にお ける

子 どもの 自然的本性 と子 ど もに とっ て の 必要が

基準 となる べ きで あ り、 大人の 方法を子 ど もに

強 要す べ きで は な い と した 児童研 究 （松 岡

［1982］ 356−357）や 、公立学校の 画
一

性 と硬直

性を批判 し、当時、世界的な学校改革運 動と し

て 展 開 して い た新教育運 動の 主張と共通す る 。

実際、グ ロ ス マ ン が児童研 究運動に対する支持

を前提 とし、公立学校 には見出 し得ない そ の 理

念 を グ ロ ス マ ン校 で 実現 し よ うと した こ とは 、

創設に 先立 ち 、 当時の ドイ ツ にお い て 児童研 究

運動 の 中心 的存在であ っ た トリ ュ
ーパ ーを訪ね

て い る こ とや 、 前述の 公立学校批 判か ら も明 ら
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かで ある と思われ る 。

　 グ ロ ス マ ン校 と児童研究運動 との 関連 を指摘

す る い まひ と つ の 根拠 は、彼が 同校の 目的の ひ

とつ として重視 した子 どもに対する科学的研究

で ある 7 ♪
。 彼 は 、 「非 定型児の教育は 深遠 な科

学的研究の 問題」 （Groszmann 　Schoo1 匚1905］3）

で ある とし、同校の 機能は 「大部分が 実験 的な

部門で あ り、特別 な研究の た め の 研究所 と して

の 性 質 を担 っ て い る i （Groszmann 　School

匚1907］7 ） と した 。

　研究的機関として の グ ロ ス マ ン 校が求め た成

果の
一

つ は 、 非定型児に対する明確な基準 の 確

立 と診断方法の 考案で あ っ た。 グ ロ ス マ ン は、

公立学校に お い て は、多数の 非定型児が曖昧な

分類 ゆ えに欠陥児
s ）

や 異常児 （abno   a1 ） とみ

なされ 、 彼 ら の もつ 特有の ニ
ーズが充足 され な

い まま不適切 な環境 に置か れ て い る と批判 した

（Groszmann 　Schoo1 ［1907］ 3）。 さらに彼 は、

当時 、 ア メ リカ に存在 して い たグ ロ ス マ ン校と

類似 の 子 ど もを教育対象とする少数 の 私立学校

に対 して も、こ うした学校で は子 どもに対す る

注 意深い 分類がな されず、子 どもの 状態や ニ ー

ズが科学的に把握 されて い な い と否定的 な見解

を示 した （Groszmann ［1904］755）。

　グ ロ ス マ ン が 危惧 した の は、多様 な子 ど もや

集団 の 分類 に用 い られ る 用語や 基準 の 不 明確

さ 、 それ ら の 恣意的な使用 、 さらに逸脱の程度

を判 断す る診断方 法の 欠如 にあ っ た （Grosz −

mann 　　匚1912a］　258−259；　［1913］　767 ；［1917］

60）9｝
。 「わ れ わ れ に と っ て 必要な の は、学校 に

おける 子 ど もの位置の 測定だけで な く、 回復を

裏付 ける こ と」（Groszmann ［1917］259）で あ

る と考 える グ ロ ス マ ン に とっ て、診断方法 の 考

案は、単な る子 どもの 分類で は な く、一人ひ と

りの 子 どもの もつ 差異 を適切 に把握 し、必要 な

対応 を決定するために不可欠の 手段 で あっ た。

　実際、グ ロ ス マ ン は 1912年 に子 ど もの 知的な

状態 と発達可能性の 測定方法 を考案 ・刊行 した

が （Groszmann 匚1912a］259 ；［1912b］）、 その

一
方で 、 1908年に ヴ ァ イ ン ラ ン ド精神薄弱者施

設 （The　New 　Jersey　Training　School　fbr　Feeble一

Minded 　Girls　and 　Boys）の 研 究部門長で あ っ た

H ．H ．ゴ ダー ド （Henry　Herbert　Goddard　l866−

1957）に よっ て ア メ リカに導入 された ビネ
ー

シ

モ ン 知能尺度に対 して は否定的 な立場 をとっ た

（Groszmann ［1910c］ 879 ；［1911b ］ 1075 ；

［1912a］　259 ；［1912b］　3 ；匸1913］　767 ；［1914a］

830）。 ビネーシ モ ン知能尺度 に対する グ ロ ス マ

ン の 批 判は 、 検査項 目にお ける言語能力 の 強調

や 、 知能の 測定に は不適切な項 目が 含まれ て い

る こ とな どが主な理 由で あ っ た 。
こ うした指摘

は、た とえば 、 ラ ッ セ ル ・セ イ ジ財 団の L．P．エ

ア ーズ （Leonard　Porter　Ayres） にも共通 して み

られ る もの で あ っ たが
1°）、グ ロ ス マ ンが もっ と

も問題視 した の は 、 ビネ ー
シ モ ン 知能尺度にお

け る精神年齢 の 算 出方法 で あ っ た 。 彼 は、 ビ

ネ
ー

シモ ン 知能尺度 に よる機械的 な算 出方法 で

は 、 質的な要素が考慮 され ない と指摘 し 、 教育

的診断に お い て は検査結果の 質的 な要素 こ そが

重要で あ り、ビネ ーシ モ ン知能尺度は、検査 に

よ っ て発見され る有益 な事実の 多 くを無駄に し

て い る と主張したの で ある （Groszmann［1917］

255−265）。
ビ ネ

ーシ モ ン知能尺度は、多数の 子

ど もを対象とする こ とで、信頼性ある結果が 得

られるか もしれ な い が 、その 結果 は
一

方的か つ

制約的で あ り、 子 どもを低 く評価する傾向があ

る ばか りで な く、 そ もそ も尺度自体に根本的な

欠点が ある こ とか ら、ア メ リカの 子 ど もへ の 適

用は困難で ある と い うの が グ ロ ス マ ン の 認識で

あ っ た 。

　 もっ とも、宮本 （2005） に よれ ば 、 1910年代

半ばまで の ア メ リカで は、グ ロ ス マ ン に限 らず 、

ビネ ーシ モ ン 知能尺度に対す る教育関係者の 評

価 は 必 ず し も芳 しい もの で は な か っ た（宮 本

匚2005］65−66）’n
。 検査 の 妥当性や信頼性、遺

伝 に よ る影響度、検査者の 資質に加え 、 検査結

果が個人の 運命 を決定づ ける 目的で使用 される

こ とも問題 視 され た （チ ャ ッ プ マ ン ［1995］

35−36 ；Wallin ［1914］214−215）。

　 3．教育対象 とその 選抜方法

　　（1） 非定型 児に対 する教育可能性の 期待 と

精神薄弱 児の 排除 ：すで に述べ た よ うに、グ ロ
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吉井　　涼

ス マ ン 校の 対象児は、「ほ とん ど正 常 だが 、 平

均か ら少 し外れて い て、専門家 に よる身体的 ・

精神的 ・道徳的処置 を必要 として い る神経質で

非定型的な子 ども」 （Report　of 　Commissioner　of

Education ［1916コ659）で あ っ た 。 で は 、 実際

に 同校には どの よ うな子 ど もが在籍 して い たの

で あろ うか 。 残念 なが ら、系統的な資料が 欠如

して い る ため 、生徒数やそ の 推移等の 全体像を

把握す る こ とは 困難で あるが
121 、在籍 した子 ど

もの
一

部に つ い て 、 その 身体的 ・精神 的 ・道徳

的状態 を表す事例 をTableに示す 。

　 こ こ で 注 目すべ き点は、精神薄弱児や て んか

ん 児を入学対象か ら除外 して い る点で ある。つ

ま り、同校の 対象児は学業の 遅れや行動上 の 逸

脱は ある もの の 、 精神薄弱や て んか ん で は なか

っ た 。 グ ロ ス マ ン は、当時の ア メ リカにお ける

ご く
一

般的な考 え方 として、精神薄弱 児や て ん

か ん 児は 、 公立 学校 で はな く施設の 対 象で あ り、

と くに精神薄弱児は真に教育は で きず 、 社会の

永久 的 な重荷 で あ る と認 識 し て い た の で ある

（Groszmann［1910a］162 ；［1912a］260）。 グ ロ

ス マ ン は、当時 ア メ リ カ 国内で 大 きな影響力を

もっ て い た優生学 を 「新 しく不完全」で ある と

しなが ら も、「最 も価値の ある科学」 とみ な し

て い た か ら （Groszmann ［1913］769）、「明 白

な遺伝」で ある 白痴や痴愚 、 聾唖 とい っ た欠陥

が 繁殖 しな い よ う　（Groszmann ［1913］768）、

隔離的な環境におかれる こ とは 、 彼に とっ て 自

然の 発想で あ っ た 。

　そ の
一

方で グ ロ ス マ ン は、多くの 非定型児は、

遺伝的な精神の 弱 さや 、先天 的な劣等で はな く、

病的 な自意識 と臆病 さの ために成長 を阻害 され

て い る と考 えて い た 。 彼は こ うした子 ど もた ち

が もつ 正常へ の 潜在的可能性 を高 く評価 し 「こ

れ らの すべ て の 子 ど もは 、 人間社会 にお い て実

際は 肯定的な価値 をも っ て い る」（Groszmann

［1911a］74） とした 。そ して 、 た とえ彼 らが現

実に は非行 で あ り学業不振で あ っ た と して も、

その 原因は教師 をは じめ とす る周 囲の 人々 の 無

理解で あ り、彼 らに適 して い な い 環境 と指導の

問題 で あ る と主張 した の で あ る （Groszmann

匚1906］9 ；［1908 ］ 37 ；［1910a］ 166 ；宮本

Table　グ ロ ス マ ン 校に在籍 した子 どもの 実態

名前 身体的状態 言語発 達
知的 発達，
学業 の 遅 れ

性的異常，
道徳的 状 態

そ の 他

G．S，
15歳

男

左利き．年齢以 下 の 身体的発達．

疲 れ や すい ，筋 肉の 不足 の た め

視 野 に 欠陥 、遠 近 感 の 欠如，視

覚 と聴覚の 記憶期間の 制限

吃 音 学業不振 性的 に未発 達

病 的 に火 を怖 が る．

陰気で 憂鬱．か ん し

ゃ くを起 こ す

R．F．
17歳
男

良 い 外 貌．平均 以 上 の 身体的発

達 ．バ ラ ン ス 感覚 の 損傷 ．視 覚

的
・
聴覚的記憶 に 欠陥が あ る．

記憶内容が不適切

言 語 は 堪能．

口 述 で の 情

報 再 生 は 良

好

一見 知的 で ，

平均的な能力

あ り

思考 を記述 で

説明す る能力

に 問 題 が あ る

包皮肥大 と性的

悪習．陰核切 除

手術 を受け る

悪い 習慣 と望 ま

し くな い 仲 間 を

持 つ ．非 行

子 ど も ら しい 情愛が

ない ．成功の た め に ，

多 くの 時間 と試行機

会が 必要．手工 と芸

術 の 表現方法 は 明確

に 未発達

L．D ．

17歳

半

男

平均以 上 の 体重 と 身長．平 ら な

胸．右肺 に水疱音．両 腎 部 に静

脈瘤。性器 の 発達 に 異 常 を示 す

（過成長の ペ ニ ス
， 未発 達 の 睾

丸）．同性愛 に よ り漏斗状 の 直腸

に な り慢性 の 便 秘

言語 は2歳 を

過 ぎ て か ら

ゆ っ く り と

不明瞭 に 発

達

学 業 不振

子 ど もの 頃 か ら

マ ス ターベ ーシ

ョ ン を 行う．同

性愛．性的倒錯

葬儀 に異常な関心 を

持 ち ， 棺 に入 れ られ

た い と話 す．扱 い に

くい ，無 能．自殺傾

向が あ る

D ．T，
20歳

男

明白に 未発 達 ．視 覚的 ・聴覚的

記憶 に 欠陥 が あ る

学業不振，

洞察力 に優 れ

て い る

食料品，宝石 ，

金 銭の 価値を理

解 して い ない が

盗癖 が ある

大食い ，吐 くまで 食

べ 続け る．野蛮人的

特徴があ る

出典）Groszmann ［1917コ243−247
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　　倒　対象児の選抜方法 ：それで は、グ ロ ス

マ ン校で は具体的に どの ような方法で 、対象児

を選抜 して い たの だ ろ うか 。 同校で は 、 トリュ

ーパ ー
の 治療教育施設 で使用 されて い た調査項

目を部分 的に参照 しつ つ 、こ れ に独 自の 項 目を

加 えた もの を入学可否 の 判断基準として用 い た

（Groszmann 匚1912b］4）。 調査の 内容 は、「逸

脱の 原因」、「身体的状態 の 経歴」、「身体 的状態

に 関す る数値」、 「機能的状態に 関す る数値」、

「道徳的状態」、 「特性や習慣」、 「精神的状態」、

「全 般的状 況」 の 8項 目に大 別 され 、 詳細 な把

握 を 目的 として各項 目に 10〜30の 質問項 目が 設

定され て い た （Groszma   ［1912b］ 11−21）。 調

査の 結果、もし入学の 可否に つ い て即決が困難

な子 どもが い た場合 に は 、 その 子 ど もは全米特

殊児童研 究教育協会 （the　National　Association

for　the　StUdy　and 　Education　of 　Exceptional　Chil−

dren： NASEEC ）13） の 観 察ク リニ ッ ク 14〕 に
一
時的

に措置 され 、 そこ で さ らに詳細な検査 を受けた

（Groszmann　［1912b］4）。

　同校 で は 、 妊娠か ら現在に至る まで の 子 ど も

に関す る詳細 な情報 を、両親に提示 させ た 。 入

学調査 は、遺伝 的関心か ら、 両親や兄弟は もと

よ り、 祖父 母 も対象とな り、 質問内容は、人種、

職業、生年月日、出生地、生存 、 死因、死亡時

期 、病 気 、 気 質、血 縁関係 に まで 及 ん で い た

（Groszmann ［1912b］　4 −21）。

　こ うした子 どもや家族 に対する調査 は、同時

期 の 公立 学校で も同様 に行わ れたが
1・5）、公立学

校で は グ ロ ス マ ン 校の よ うな遺伝的関心や祖 父

母 に まで 及ぶ 詳細な項 目は見 られなか っ た 。

N ．グロ ス マ ン校の実態

　 1．教育 の内容 と方法

　グ ロ ス マ ン校 で は、教育の 内容や方法は、機

械的に決定 される の で は な く、入学後の 子 ども

の 発達や状態の改善に合わせて、適宜 、 修正 と

整理がなされ る など、子 どもが もつ 特別な ニ ー

ズ を充足す るた め 、

一
人 ひ と りに注意深 い 配慮

が な さ れて い た （Groszmann　Schoo1 匚1905 ］

16 ；Report　ofthe 　Commissioner 　of 　Education

匚1916］　659）。

　 こ うした配慮 の 理 由に は、「自分の ニ ーズ と

合致しな い 環境下 に置か れ る」 こ とが 、 子 ども

にと っ て 「精神的 ・道徳的に誤 っ た活動習慣の

獲得の 原因 となる」 とい う、グ ロ ス マ ン の 確信

が あ っ た （Groszmann　School ［1905］20）。

　 グ ロ ス マ ン校で は、子 どもが興味や楽 しみ を

もて る訓練が 理想 とされたが 、 そうした考 え方

の 背景 には 、 非定型児は注意力や 注意の維持が

困難で あ る との グ ロ ス マ ン の 認識 が あ っ た

（Groszmann ［1906］4）。

　同校 における教育の 内容 は、通常学校 と同様

の 教科教育に加 えて、手工 訓練 、 美術、園芸、

体操 、 戸外で の 遊 びや運 動 、 さ らに博物館 や工

場、公園へ の 遠足や散歩 とい っ た校外活動に よ

り構成されて い た 15〕
。 特に教科教育につ い て は 、

「健康 な発達 を阻害す る こ とが ない 」程度 の 内

容 の 習得が 目 ざさ れた （Groszmann 　School

［1905コ　16）。

　 また 、 グ ロ ス マ ン は、筋肉の 運動 （motor 　 ex −

ercise ） を精神 と道徳 の 基礎 と認識 して い たか

ら　（Groszmann ［1906］ 8 ；［1908コ36）、同校

で は手工 訓練や芸術活動、園芸 など実際的な内

容の 学習が 、 子 ど もの 知的発達 を促進す る手段

と して 教科教 育よ りも重視 されて い た （Grosz−

ma 皿 Schoo1 匚1905］ 16）17，
。

　 2．身体的 ・ 精神 的状態の管理

　 グ ロ ス マ ン は、身体的な症状が 精神的欠陥を

示 し、精神的 な症状 は生理学的機能の 妨害を示

して い る と の 考えに基づ き、身体 と精神の 関連

を重視 した （Groszmann ［1910c］878）。 子 ど も

の 危険 な状態 は教 育方法の 不備を示す もの で あ

り （Groszmann ［1910c］875）、注意深 く包括的

な身体的 ・心理的検査 を定期的に繰 り返す こ と

で 、個々 の子 どもに適合 した処置の 基礎が 形成

で きる と い うの が 彼の 確信 で あ っ た （Grosz −

mann 　Schoel［1905コ12）。

　それ ゆ え同校 に入学 した子 ど もは、就寝 、 入

浴、食事、訓練な どの 日常生活に対する詳細な

観察に加え、あ らゆ る身体的 ・精神的発達の 特
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徴が 、定期 的な間隔で 記録 され て い た （Grosz．

mann 　School ［1905］ 12−13）。 彼 らに対 して は

毎月 、 身長や体重 、 胸 囲 とい っ た基本的な項目

に加えて 、栄養状態や 反応状態、筋肉の 協調性

（motor ・co −ordination ）、 足の 状態を記録す る身体

検査 が実施 され た ほ か 、 年 に2回、訪問医 （vis −

iting　physicians）に よっ て 、目、耳、鼻、口 な

どの 器官か ら、 胸 、 背骨、 腹の 奇形、そ して 生

殖器 まで に及ぶ 詳細な検査が 実施 され た 。 こ れ

らの 検査 は生徒全 員に対 して 行わ れ 、 状態が複

雑 で 深刻 な子 ど もに は 、同校の 顧 問医 （con −

sulting 　physicians）に よっ て、骨や 筋肉、感覚

器官に関する よ り詳細 な形態的 ・生理学 的検査

（anatomical 　and 　physiological　examination ）が実

施 された （Groszma   ［1912b］ 4−5）。

　 グ ロ ス マ ン 校で は 、 さまざまな分野 の 専門医

を顧 問医 と して 配置す る こ と で 、子 ど もた ちの

身体的 ・精神的状 態に対す る詳細 な把握 と管理

を実現 した （Groszmann　School ［1907］ 15）。

同校に は 、 神経科、外科、整形外科 、 内科 、 皮

膚科、眼 科、耳科 、 喉頭科 な ど、 少 な くとも16

名 の 専 門医 が顧問医 と し て 携 わ っ て い た が 、 そ

の 中に はか つ て グ ロ ス マ ン に私立学校創設の き

っ か けを与えた オ ッ ペ ンハ イム や、倫理 協会学

校時代に グ ロ ス マ ン と共同で生徒の 身体 的状態

の 管理 シ ス テ ム を 開発 した F．J．A ．トレ ッ ク

（Franz　J．　A ．　Torek　1861−1938） をは じめ 、数名

の ドイツ 系医師 も含 まれ て い た （Groszmann

School ［1905］ 15； ［1907コ 15）。 彼 らが い か な

る理由か ら 、 グロ ス マ ン校 に携わ っ て い たか は

不明で あ るが 、 欠陥の ある子 ど もの 訓練 は 、 医

師と教育者の 共同作業で あ り、医師と の 連携に

よ っ て多 くの 有益 な情報が もた ら される と考え

て い たグ ロ ス マ ン に と っ て （Groszmann ［1906］

1 ； ［1910a］ 161）、彼 らの 存在は 同校の 教育の

根幹 を支える重要 な存在で あ っ た 。

　 さらに グロ ス マ ン校で は、子 ど もの 身体的 ・

精神 的状態 に関 する
一

連の 記録を管理す る方法

と して 、 カー ド管理制度 （card 　catalog 　system ）

を導入する 。 こ の 方法 は彼が倫理協会学校 時代、

前述 の トレ ッ ク と と もに開発 し、 同校に導入 し

た医学 的指導監督制度 （the　system 　ofmedical

supervision ） と呼ばれ る シス テ ム の 援用 で あ っ

た （Groszmann ［1897b ］ 18−19 ；Groszmann

School　匚1905］　12，15）。

　 3．教職員と家庭的雰囲気の重視

　 グ ロ ス マ ン 校 の 職員に は 、 医師の 他 に 、 校長

で ある グ ロ ス マ ン と 、 人数は不 明で あるが 、教

師 、 助手 、 介護人、看護婦、そ して 寮母な どが

含 まれ 、 彼 らはい ずれ も特別な訓練を受けて い

た （Report　of 　thc　Commissioner 　of 　Education

［1916］658）。
こ うした職 員に より、 同校の子

ど も に 知 的 な 監 督 と保護 を確 保 し て い た

（Groszmann　Schoo1 ［1905］13）。

　グ ロ ス マ ン 校で は 、 家庭的な雰囲気 が尊重 さ

れ た 。 た とえば 、 食事の 場所は大規模 な食堂で

あ っ た が 、 子 どもたちは小 さな テ
ー

ブ ル ご とに

グ ル ープを作 り、 また各テ
ー

ブ ル に は 1 人か 2

人の 教師が 配置され て い た （Groszmann　School

［1905］12）。さ ら に 、 日常生 活の 場 は、大部屋

で は な く、 1 人か 2 人用 の 個室が理想 とされ て

い た （Groszrnann［1917］506）。

　なお 、 こ うした家庭的な雰囲気の 創 出は 、 グ

ロ ス マ ン が訪問した トリ ュ
ーパ ーの 治療教育施

設 や 、
ニ ュ

ー
ジ ャ

ージー州 ヴ ァ イン ラ ン ド精神

薄弱者施設の よ うな精神 薄弱 児者 の ケ ア ・治

療 ・養育 ・扶養 ・教育を 目的 とした施設で も同

様 に見 られた こ とで あ っ た （富士 川 ［1909］

107−108，138；本間 ・高野 ・宮内 ・長塚 ・佐 々

木 ［2007］43）。

V ．グロ ス マ ン校の成果 と限界

　 1．教育成果 と限界

　それ で は 、 こ うした教育的対応 を通 じて 、 グ

ロ ス マ ン校の 子 ど もには どの よ うな改善がみ ら

れたの で あろ うか 。グ ロ ス マ ン校 に入学 した子

どもた ちの
一

部 に は 、 同校 で の 教 育 を通 じて 、

状態の 改善や 発達が 見 られた 。 たとえば、同校

に 2 年間在籍 した 15歳の 男子の 母親は 、 グ ロ ス

マ ン宛 の 書簡の 中で 、 「入学 時息子 は憂鬱 で遅

れ て い て 、 貧相 に発 達 した身体で したが 、
い ま

や 幸せ に な り、 すべ て の 面で 野心に満ち溢れ て
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い ます」 （Groszmann ［19ユ7］244）と述べ て い

る 。 さらに、1910年 の グロ ス マ ン校 10周年記念

誌の 冒頭に は、卒業生 に よる祝辞が掲載 された 。

彼女 は 、 同校で の 教育に満足 してお り、同校で

の 教育 を通 じて個 々 の ニ ーズ を把握する重要性

を理解 したこ とか ら、現在は自らも教 師を目ざ

し て 勉強中で ある と報告 した。彼女 に よれ ば、

彼女の 同級生で 、 同校に よる教育効果が なか っ

た生徒 は
一人 もい なか っ た とい う （Matzner

［1910］　5）o

　 とは い え 、 なか に は 、 進歩や発達が そ の 後維

持 され なか っ た子 どもも存在し て い た 。 た とえ

ば、17歳半の 男子 は、入学前の 状況と比べ れ ば、

在学中は進歩がみ られ た もの の 、後に非定型的

な状態が再発 し回復に失敗 して お り、グ ロ ス マ

ン はそ の要因として、入学年齢 の 高 さを指摘 し

て い る （Groszmann ［1917］246）。

　入学年齢が高 い こ とに よ る教育の 失敗 は 、グ

ロ ス マ ン に お い て 、親の 無知に対する懸念 を裏

付ける もの で あ っ た と思 われ る 18）
。 彼は、非定

型児の両親は 、 後述する ように貧困層 に属 して

お り、彼 らは 通例、子 どもの 教育の ために必要

とされ る知恵や訓練が 欠如 して お り、無知で 、

伝統的 な偏見 が ある と述 べ て い る （Groszmann

［1910a］ 165；［1910c］ 875 ；Groszmann 　School

［1907］ 14）。 こ うした現状 に対 し、彼は、州や

地方自治体の 権限の 強化 を主張 し19｝
、 さ らに広

報 活動 の 活 発化 を主張 して い る （Groszmann

［1912a］ 261 ；Groszmann　School 匚1907］ 14）。

　 また、グ ロ ス マ ン の 開発 した検査法に つ い て 、

1800年か ら1940年 まで の ア メ リカに お ける精神

薄弱教 育を概観 したE ．E．ドル （Eugene 　Edgar

Doll） は、「彼 自身の 教 育計画の 基礎 と して 役

立 つ 心理 的諸機能の 精密な検査 を含ん で い た」

と して 高 く評価 しつ つ も、「結果 を量化す る こ

とを拒否 した ため 、心理
一教育学的に思考 して

い くとい う方 向を見失 っ た」 と述べ 、そ の 限界

を指摘 して い る （ドル ［1969］ 65）。

　 2．財政的制約 と全国組織の結成

　すで に述 べ た よ うに、グ ロ ス マ ン校の 目的 は 、

同校 に 在籍する非定型児の 状態 の 改善に加 え 、

ア メ リカ国内に膨大に存在する非定型児の処遇

問題 を解 決す るため 、 彼 らに適 した教育的対応

の モ デ ル を広 く提起す る こ とにあ っ た 。 で は 、

グ ロ ス マ ン は、い か なる方法に よ っ て、こ の よ

うな研究 的機関 と して の 意義を実現 しよ うと し

た の で あろ うか 。

　それを明 らかにする ため に は、1905年 3 月に

結成 され、グ ロ ス マ ン校の運営を継承 した全米

特殊児童研 究教育協会 （the　National　Association

f（）rthe 　Study　and 　Education　of 　Exceptional　Chi1−

dren： NASEEC ）が 重要 となる 。 とい うの も同

協会に は 、 創設 当初か ら同校が 直面 しつ づ けた

財政問題の解消 とともに、活動の 全 国的拡大が

期待 され て い た か らで ある 。

　グ ロ ス マ ン校の 財政状況につ い て は 、 系統的

な会計資料が ない ため詳しい 状況の把握 はで き

ない が、創設当初か ら財政問題に 直面 して い た

と考えられ る。 とい うの も、グ ロ ス マ ン 校 は私

立学校で あ り、 基本的な財源 は授業料で あ っ た

が、 トレ ッ クに よれば 、 実際 に同校の教育対象

とな っ た子 どもの 親は 、 その 多 くが経費を負担

で きない 貧困層で あ っ た （Torek ［1910］ 14）。

こ うした状況に対しグ ロ ス マ ン は、個人資産 を

投 じて 子 どもを受け入 れ 、さ らに子 どもの 人数

に応 じて 自身の 給料 を も削減 して い た （Grosz−

mann 　School［1907］ 15 ；Torek 匚1910］14）。

　こ うした経済的苦境 を打破 し、学校運営を安

定 させ る べ く、結成 され た の が NASEEC で あ っ

た （Torek ［1910］14）。 とは い え 、 財政 問題の

解消 を 目指 したNASEEC が結成 されたこ とで 、

資金不足の 問題が即時的に解消され たわけで は

なか っ た 。 1910年の NASEEC 会長 である ト レ ッ

クは 、グ ロ ス マ ン校 ならび に NASEEC の 厳 しい

経済状態 に つ い て言及 し、 NASEEC の 事業の ひ

とつ で あ る exceptional 　children 問題 に関す る調

査結果や研 究結果の 広報活動が 、 資金不足の た

め に 満 足 に 行 え て い な い と指摘 し て い る

（T 。rek ［1910］ 16）。 また 、 1911年の NASEEC

会長であ るA ．E ．シ ュ ミ ッ ト （A ．　E．　Sc  itt）も、

財政難の た め に現在 の 教職 員数が不十分 で あ る

こ とを懸念 して い る （Schmitt［1911］ 6）。
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　グ ロ ス マ ン 校 と同協会 に お け る財 政 的制約

は、同校の 広報活動や 、 校舎の 修繕 、 教職員の

増員を困難に した こ とで 、グ ロ ス マ ン に よる事

業の 限界 を表 して い る 。 しか し、同協会は奨学

金制度を導入 し、研究的機関と し て の グ ロ ス マ

ン 校の 推進 に 貢献 した （Groszmann　 School

［1909］24）。さ らに 、カ リ フ ォ ル ニ ァ 州 、 オ 1／

ゴ ン 州、バ ージ ニ ア 州、ジ ョ
ージ ア州 の 4 州 と、

ワ シ ン トン D．C．に 、 研究 と教育活動の拠点、そ

して同校で の研究成 果を全 国的に発信する拠点

と して 、 同協会の 委 員会が設置 され る （Grosz−

mann ［1914c］ 843）。 こ うして NASEEC は、グ

ロ ス マ ン の 私的な事業 に過 ぎなか っ た非定型 児

に対する教育を全国 的な事業へ と発展 させ た と

い う点で重要な意義を もつ もの で あ っ た と い え

る だろ う 

V【．お わ り に

　グ ロ ス マ ン は、明確な障害が み られ ない に も

かかわらず、心 身の 状態にお い て何 らかの 逸脱

を もつ 非定型 児を対象 と して 私立学校 を創 設

し、彼 らの 実態に対す る個別的な指導 を通 じて、

こ うした子どもの 実態究明 と教育モ デ ル の 開発

を目ざした。

　グ ロ ス マ ン が非定型児の教育に着手 した背景

には 、 自身の 研究活動や 教育活動に基づ く、身

体 的 ・精神的 ・道徳的に多様 な実態を もつ 子 ど

もの 認識 、 お よび彼 らに特 別な教育の場 と個別

的な対応が 必要で ある と の確信が あ っ た。

　彼は、既存の 公立 学校制度を伝統的で 画一
的

で ある と して 批判する
一方で 「仮に子 ど もが 進

歩 して い な くて も、 そ れは 子 ど もの 失敗で はな

く、 教 員や 学校の 失敗で あ る」 （Groszmann

［1911a］ 77）と考え、混沌と した公立 学校が 対

応 し得ない 非定型児の ニ ーズ を充足 し、医師を

含む 教職員 に よ る 身体 的 ・精神的管理 に よ っ

て 、 彼 らを有用 な市民として育成しよ うと した

の であ る 。

　 さ らに、グ ロ ス マ ン 校で は 、 非定型児の 実態

究明と教育モ デ ル の 開発 、 そ して 社会 へ の 提示

とい っ た研究的機能が 意図 された 。 実際 に同校

で は、exceptional 　children の 分類 、 知 的な状態

と知的発達可能性 を測定する検査法、子 どもを

管理する シ ス テ ム が研究、開発 され た。しか し、

こうした成果の
一

方で 、 同校は常 に財政的事 由

によ る事業の 制約 に直面 し続 けた 。

　グ ロ ス マ ン は、 自身の 私立学校に在籍する子

ど もに対 し、個別性を重 視す る診断 と教育実践

で
一

定の 成果 を収め た もの の 、それ を非定型児

全体に通 じる教育 モ デ ル の 開発 に むすび つ ける

こ とはで きなか っ たの で ある 。 そ して そ の 要因

として 、 グ ロ ス マ ン校が直面 した財政 的制約 と、

ドル が指摘 して い る ように、結果 を数量化する

よ りも個別性 を特化した こ とが 考え られ る 。

註

1 ）医学 の 領域 に お い て は、20世紀初頭 の イギ リ

　ス で 、 小児 科医G ．F．ス テ イ ル （George　Frederick

　Still）が、43名の 道徳的統制が 欠如 した 子 ど もの

　事例 に つ い て 報告 し て い る （橋本 ・福田
・森

　［2002］　928 ）。

2 ）宮 本 は
“
exceptional 　children

”
の 訳語に 「異常

　児」を当て て い る が （宮本 匚2005］）、
“
exception −

　al
”

は 少な く と も教育上 に お い て必ず しも否定的

　な意味を もた ない た め 、 本論 文で は原語 の ま ま

　用 い る 。

3 ） ド
ー

ソ ン は、生来的 な特性か ら犯罪が 発生す

　る と考 えて い た （Hawes ［1971］213−2ユ5＞。

4 ）グ ロ ス マ ン 校 は、開校 翌年の 1901年 に は ニ ュ

　
ー

ヨ ーク市 ワ シ ン トン ハ イ ッ に 移転 した （T 。rek

　［1910 ］14）。 興味深 い の は、最初 の移転 に際 し

　て 、バ ージ ニ ア州 リ ッ チ モ ン ドの 有力者 が、同

　地 区へ の 誘致活動 を展 開 した こ とで ある （Grosz−

　mann 　School ［1907］4）。
バ ージ ニ ア 州 リ ッ チ モ

　ン ドは、南北戦争 時す で に、全 白人人口 の うち

　ドイ ツ 人 の 割合が 25％ に達 してお り （Dabney

　［1976］153）、グ ロ ス マ ン の事業 が ドイ ツ 系の 住

　民に支持さ れ た 可能性が 示唆され る 。

5 ）グ ロ ス マ ン の 分類 に よ る と、仮性 の 非定型児

　とは 、 転校 、 発達 の 遅 進 、

一
時 的 な病気 、そ し

　て 軽微 な身体的欠 陥 に よ っ て 遅れ て い る 子 ど も、

　普通で な い 早 さで 発達 す る子 ども、取扱の 困難

　な子 ども、そ して 放置 され た子 ど もで あ っ た

（Groszm   ［1911c］423）。

6 ）グ ロ ス マ ン は、 ドイ ツ の学校や 教育者 の 提唱
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20世紀転換期 ア メ リカ 合衆国に おける M ．P，　E グ ロ ス マ ン の 非定型児 に 対す る 教育の 試み とその 実体

　 した 理論が、世界 の モ デ ル とされ て きた と評価

　 して い る （Groszmann 匚1897a］ 2）。た とえ ば、

　 1890年頃か ら始まる ヘ ル バ ル ト主義運動は 、ア

　 メ リカ の 教授理 論成立 の 根幹に直結する重要 な

　役割 を果た した と言わ れ て い る （庄 司 ［1985］

　 1）。グ ロ ス マ ン 自身、創 設 した私立学校 の 名称

　 を後に 「ドイ ッ の 偉大な哲学者 で ある」J．F．ヘ ル

　 バ ル ト　（Johann　Friedrich　Herbart　1776−1841）に

　「敬意 を表 して 」、
“
Herbart　Hall

”
と改称して い る

　（Anonymous 匚1911b］182）。 そ の 一方で彼 は 、

　 ドイ ッ の学校制度 に対 し、子 ど もの 能 力や適性

　が未明 の 段階で、教育 コ ー
ス を決定す る こ と を

　批判的 に述べ て い る （Groszmann ［1917］ 4）。

7） 「科学 」は 、 ホ ール に よ っ て 主導 された児童研

　究運 動に お い て 不可 欠の 観念で あ っ た 。 児童研

　究 運動 で は 、 子 ど もの 科学 的 な 研 究 を追求 し、

　究極的 に は ア メ リカ の 学校教育改革をめ ざして

　 い た （松 岡 ［1985］ 1 ）。 グ ロ ス マ ン 自身、ホー

　ル に師事 し 、 イリノ イ州児童研究協会 の 機関誌

　（Child　Study　Monthly ） に 「児童研究の 観点か ら

　の 言語指 導」 と題 す る論 文 を投稿 し て い た

　（Groszmann ［1899 ］）。ま た、日 本 に お い て 明治

　末か ら戦後 まで 刊行 され て い た雑誌 「児童研究」

　に グ ロ ス マ ン の 文献が 紹 介 され て い た こ と も

　（文学士 KH ［1922］ 83）、彼が児童研究 と深い 関

　 りがあ っ た こ とを示す もの で あ るとい える 。

8 ） グ ロ ス マ ン の 分類 に よ る と 、 欠陥児 とは 、て

　んか ん 、盲、聾唖、奇形、麻痺 、 そ し て 不具

　（cripPled）で あっ た （Groszmann ［1911c］423）。

9 ）実際に、グ ロ ス マ ン はexceptional 　children の 分

　類 を試 み て い る （Groszmann ［1911c］）。 彼の 分

　類 は 、1903年 に、犯罪 人類学 の 創始者で あ る イ

　 タ リ ア の C ．ロ ン ブ ロ
ーゾ （Cesare　Lombroso 　l836−

　1909）か ら高 く評価され 、1909年に 改訂版が Bul−

　letin　of 　the　American 　Academy 　ofMedicine に掲載さ

　れた （Groszmann ［1909］；［1913］767）。

10） エ ア
ーズ は 1911 年に、ビ ネ

ー
シ モ ン 知 能尺 度

　を、 「言語能力を強調し、初歩 的な学業を測定し

　て い るの で あ っ て 、生来の 能力を査定 で きな い 」

　（チ ャ ッ プマ ン ［1995］35） と批判 して い る。

11） 1920 年代に は、ビ ネ
ー

シ モ ン 知能尺度 を改訂

　 し、ス タ ン フ ォ
ー

ド・ビ ネ知能検査 を開発 した

　L．M ．ター
マ ン （Lewis 　Madison　Terman　1877−1956）

　と、ジ ャ
ーナ リ ス トで あ っ た W ．リ ッ プ マ ン

　（Walter　Lippmann　1889−1974）に よる激論が起 こ

　 る （グ ール ド ［1989］ 213−222； ラ ヴ イ ッ チ

　 匚2008コ　151−153）0

12）グ ロ ス マ ン は 、自身の 著書の 中で 、グ ロ ス マ

　 ン校で 試験 さ れ た 子 ど もの 見本を示 して い る

　 （Groszmann ［1917］712−718）。そ の 中 には、劣

　悪 な家庭 環境、栄養失調、学 業不 振、言語の 問

　題、視覚的 ・聴覚的記憶 の 欠陥、視力 の 低下、

　片耳難聴、扁桃 腺肥大 、ア デ ノ イ ド、歯 の 欠陥

　 と い っ た 症状を示す子どもが 記載さ れ て い る 。

13）NASEEC は、1905年 3 月 に 結成 され、グ ロ ス

　 マ ン 校の 運営を継承し た 。

14）観察 ク リ ニ ッ ク と は、NASBEC に よれ ば、最

　終 的に正常 の 範囲 内ま で に回復する 欠陥か 、 永

　続 的な欠陥 か を 、広 範な観察に よ っ て の み 判 定

　 さ れ うる境界域 の事例 を処 置 し研究 す るた め の

　機関 で あ る （Anonymous ［1911a］174）。

15）た とえば、イ リノ イ州シカ ゴ の 公 立学校 は子

　 どもや 両親 の 生年月 日、学業成績、そ し て 身長、

　体重 、 視覚 、 聴覚 、 筋肉とい っ た基 本的 な身体

　的状態 を調査 して い た （Report　of 　the　Commis −

　 sioner 　ofEducation 　［1902］　1095−1096）o

l6） グ ロ ス マ ン 校で は、個別的指導 と集団的指導

　 を組 み合 わ せ る こ と で 、両 者が もつ 欠点 の 回 避

　を意図して い た 。 同様 の こ とは、精神薄弱児を

　対象 と した 特殊学級 に お い て も考え ら れ て い た

　 （米田
・本間 ・長塚 ［2008ユ 101−102）。

17） グ ロ ス マ ン の 教育実践は 、E．0 ，セ ガ ン （Edouard

　Onezime　Seguin）の 生理学的教育 と類似性 をもつ

　 もの で あ っ た （トレ ン ト ［1997］88−96）。

18） グ ロ ス マ ン は 、 早期診断と早期教育を重視 し

　て い たため、教育学 と 医学 の 専門家が子 ど もを

　家庭 か ら分離する こ とを求めた と き、親 は す ぐ

　に 同意す る必要があ ると考えて い た （Groszmaml

　School　［1909］　11＞0

19）グ ロ ス マ ン が 、 NEA の 1910年大 会の特殊教育

　部会 に州 や地方自治体の 義務教 育法 の 修正 、発

　展 、 拡大に 関す る委員会 を設 置 した こ と は 、 そ

　 の
一

環 で あ っ た （Groszmann ［1910d］ 1034 ；

　 ［1912a］　261）0

20） NASEEC の 1911 年年次会議の 会議録に は、グ

　ロ ス マ ン 校 の 10周年 を祝 した 書簡 が 掲載 さ れ た

　が、書簡 を寄せ た 人物 に は 、連邦内務省教育局

　の P．P．ク ラ ク ス トン （P．　P，　Claxton）や 、 1911年

　 の NEA 会長 で ミ ル ウ ォ
ーキ ー教育長で あ っ たC．

　G ．ピア ス （Carroll　G 　Pearse）、マ サチ ュ
ーセ ッ ッ
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州精神薄弱施設長で あるW ．E．フ ァ
ー

ナ ル ド（Wal−

ter　E．　Femald 　1859−1924）など も名を連 ねて い た。
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Historical Study on  Education for Atypical Children Experimented  by  M.  P. E.

      Groszmann  in the Turn  of  the 20th Century in the United States

Ryo  YOSHII

  This study  examines  the educational  experiment  on  atypical  children  which  M.  P. E. Groszmann

conducted  in the turn of  the 20th century  in the United States. Groszmarm established  his own  private

school  for atypical  children  based on  his experience  of  research  and  practice because he had not  con-

sidered  the public school  system  an  effeetive one  for these children,  Groszmann  intended to make

them  usefu1  and  effective  members  ofthe  society.  In addition  to the educational  functions, he utilized

his school  as  a  research  institution to develop the educational  model  for atypical  children.  Groszmann

provided the education  to atypical  children  whose  trouble had been considered  to be caused  not by ge-
netic  fbotors but by environmental  factors. The children  were  provided with  not only  the education  de-

signed  based on  individual needs,  but also  the physical and  mental  cares  controlled  by school  staff  in-

cludingphysicians.
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